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2学期スタート

学校祭の取組

部活動報告

・始業式
８月28日（水）に始業式があり2学期がスタートしました。校
長先生からは、｢継続すること｣や「状況に合わせて工夫するこ
と」を大切に過ごして欲しいと、2学期の始まりを激励していた
だきました。

2学期は一番長い学期です。自分なりの目標を立て、小さい目
標からコツコツ達成して、実りのある2学期にしましょう！

文化祭に向けて、夏休み期間からクラス一丸となって良い作品にするため準備をしました。
久美浜学舎では全クラスが演劇に取り組みます。一クラスの人数が少ないため、ほとんどの
人が役者として出演します。役者だけでなく大道具や照明係・音響係も演劇の完成度を高め
るために頑張っていました。

・カヌー部
京都府代表として、５名のカヌー部員が大分県豊後高田市で行われた全国高校総体カヌー競技
大会に出場しました。
この大会のために日々、頑張ってきた成果が実り、全国３位になることができました。御声援
ありがとうございました！

今回のインターハイはペアが500m・
200mで3位、フォアが200mで7位をとる
ことが出来ました。
今まで先輩達が紡いできた記録や伝統を
引き継ぐ事が出来て本当に良かったです。
支え、応援してくださった皆様とても力に
なりました。ありがとうございました。

カヌー部主将才田優（３年・峰山中）

～

壺井彩（２年・峰山中）

部活のどんなときが楽しい？

新曲をするとき！難しい曲に挑戦しているとき!

難しい曲ってどんなの?

コードがコロコロ変わる曲！
できたときキマった時がめっちゃ気持ちいい！

今後の目標は？

弾き語りをいろんな曲で挑戦することです！

軽音部の活動が
一番楽しい

【結果】
・500 m 競技
男子カヤックペア（才田優・田村淳希） 決勝
男子カヤックフォア
（才田優・田村淳希・豊浦大瑚・岡田歩）決勝
女子カナディアンシングル（本井花歩） 予選敗退
・200 m 競技
男子カヤックペア（才田優・田村淳希） 決勝
男子カヤックフォア
（才田優・田村淳希・豊浦大瑚・岡田歩）決勝
女子カナディアンシングル（本井花歩） 予選敗退
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和牛審査競技会

夏季進学講習

果樹の収穫

福祉選択

８月９日（金）、京都府学校農業クラブ連盟主催の和牛審査競技会が碇高原牧場で開催されまし
た。本学舎からは８名の生徒が出場しました。午前中、開講式が行われた後に和牛の見方を講義し
ていただき、午後から競技会が行われました。
４頭並んだ成牛を見て、全体の順位と指定された各部位の順位を決める問題と、４頭並んだ子牛
を見て順位を決める問題を解きました。日頃は、家畜に関わる機会はありませんが、午前中の講義
での学習の成果もあり、今年度の結果はみごとに最優秀賞を藤本成（３年・峰山中）が受賞する
ことができました。また優秀賞として、岡田翔（３年・網野中）、田中優菜（３年・久美浜中）、
谷口羚斗（３年・久美浜中）、中村元哉（３年・峰山中）が受賞することができました。

本校は開校して５年目の学校となります。開校に合わせて植えたシャインマスカットの木
が実をつける樹齢まで成長し、今年度初収穫を迎えることができました。このシャインマス
カットは３年生の「果樹」の授業と２・３年生の「課題研究」の授業で栽培をしています。
立派な房を収穫することができました。
シャインマスカットは高価な果物であり、みんなが買いやすい価格にするために、小分け
にしたものも販売しました。

夏季休業期間中、１・２年生は計７日間、３年生は計
14日間進学講習を行いました。１・２年生は、国語・数
学・英語を中心に受講し、問題集や模試の問題などを教材
にしながら、基礎的な内容の復習から、授業で学習する内
容より高度な内容まで幅広く学習しました。３年生は自分
が受験に必要な教科を受講し、今まで学習してきた内容を
より深めたり、入試問題に挑戦したりしながら、受験勉強
を行いました。小論文対策講座も行われました。今後も希
望進路の実現に向けて一層の努力をしてほしいと思います。

初めて参加させてもら
いました。午前中の講義
に一生懸命取り組むこと
で、最優秀賞を受賞する
ことができました。
藤本成（３年・峰山中）

２年次に福祉科目を選択することで、介護職員初任者研修修了が可能です。資格取得を目指し
て、初めて学ぶ「福祉」や｢介護｣の科目に取り組んでいます。

こころとからだの理解 生活支援技術（入浴介助実習）

高齢者の誤嚥性肺炎を防ぐ
ために、肺のしくみを学んで
います。

半介助（個別浴槽）と全介助（特別浴槽）の実習を行いまし
た。転倒防止のために、手や足下の石けんの泡をきちんと洗い
流すことを学びました。実際に介助されることで介助される側
の気持ちを感じました。

大学生との交流

1学期に１年生の探究授業で交流した立教大学の学生3名が学校図書館の運営や授業での活用
について調査することを目的に久美浜学舎を訪れてくれました。大学生には今回も1年生のみ
らい探究Ⅰに参加して、「国調べ」を行う生徒達と交流してもらいました。昼休みも大学生と
お昼ご飯を一緒に食べたりして、貴重な時間を過ごしました。


